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特集

企　画　財　政　課

ご意見⑭ 　 増毛町への「期待すること」について

『町政へのご意見』の回答【第２弾】

　以前、町民戦略会議に参加していた者ですが、「議会だより」での内容に人口増加に対する内容があまり
にも少ないことに疑問を感じます。
　戦略会議時の資料はいったい何だったのか？資料ばかり物凄く多くて、具体策を問うことを多くすべき
と思った次第です。
　一度提案したことがありますが、増毛町職員、議員が天災にあった地域に出向き、県市町村役場・避難
者住宅・食事場所等で増毛町への移住についての折衝・ポスター等掲示すべきではないかと強く思います。
　予算等の問題もあるかと思いますが、「海・山・川」、生活するには素晴らしい増毛町です。
　水道の基本料金等の施策よりも、派遣職員への宿泊・交通費に充当してはいかがでしょうか？
　受け入れ先の住居は廃校になった学校等を活用するよう、クラウドファンディング活用等で改築工事資
金を調達するなどで対応しては？
　若い方の就職先が少ないので先ずは、受け入れる方は高齢者を中心とし、若い方の就職先はその後の課
題。
　高齢者の移住が進むとその方の子どもや、親戚、知人等から多くの情報を得て移住する可能性を見出せ
ると思う。
　是非、コロナ終息後に被災地に出向き移住推進の活動をすべきではないでしょうか。

【町からの回答】
　ご意見頂きありがとうございます。
　また、増毛町総合戦略町民会議へ参加頂き誠にありがとうございます。
　ご指摘、ご提案の数々につきまして、ご満足頂けない状況となっており誠に申し訳ございません。
　ご提案の移住募集の方法につきまして、胆振東部地震の際に職員の派遣は行っていますが、被災地域で
の移住者募集は実施しません。
　また、上下水道基本料金減免事業の財源を被災地への職員派遣費用へ転用す
ることや、災害受け入れ先の廃校をクラウドファンディングを活用して改築す
ること、若者を後回しにして高齢者を中心とする移住受入を推進するといった
ご提案につきましては、実施を検討しておりません。
　人口減少問題、移住等様々な行政課題につきましては、日々役場職員が向き
合っており、ご提案とは異なるものの、皆様からの意見を取り入れて可能な範
囲で少しずつ行政を前に進めております。

　町民の皆様からの増毛町の政策に対するご意見を聞くために７月５日～
８月３１日までの期間実施しました「お寄せください！『町政へのご意見』」
では１５名の方からの返信があり、内容としては２１件のご意見をいただ
きました。ご意見をお寄せいただいた皆様ありがとうございました。
　今回は広報１１月号で掲載できなかった８件のお寄せいただいたご意見
及び町からの回答について掲載いたします。今後、町では、お寄せいただ
いたご意見等を参考にして町政を進めていきます。
　なお、私的な内容や苦情等については掲載いたしませんのでご了承お願
いいたします。

ご意見⑮ 　 合同墓について

ご意見⑯ 　 政策について

　合同墓の完成を楽しみに待っています。計画が進んでいる中で次のことを書くのは、今更と思われるか
もしれませんが、よければ参考にしてください。
　合同墓については「議会だより」の町長と大井議員とのやりとり以上のことは分かりませんのでその範
囲の中でのことを書きます。
　町長の回答では合同墓の場所は小笠原丸慰霊碑の裏とあります。実際場所を見ましたら狭いように思い
ます。地下の部分ではなく、地上の部分の空間がです。そこでお参りした人はゆったりとした気持ちを持
てないような気がします。
　８月６日の道新に東神楽町の合同（葬）墓の写真が出ていましたが、あのような“ゆったり”感があれ
ばとても良いのにと思いました。９月着工とのことですが、今の計画内でも満たされるような空間が演出
出来るのなら是非して欲しいものです。
　墓は死者を弔う場所であるとともに、生きている人間が癒やされる場所でもありますから。

【町からの回答】
　増毛町合同墓建設に対しご意見をいただき、ありがとうございます。
　ご指摘のとおり、合同墓の建設予定場所である小笠原丸慰霊碑裏の区画につきましては、東神楽町の合
葬墓と比較しますと、狭い場所でありますが、利用料はかなり低額となっております。墓地敷地内を見渡
せるよう墓石の高さを抑え、圧迫感、閉塞感を与えない
よう設計し、建設いたしました。
　また、全てのご要望にお応えできないかもしれません
が、合同墓建設後も他自治体を参考に、利用する方が少
しでも癒やされるような空間となるよう努めて参りたい
と思います。

　商品券だけでなく、もっと他の政策をしてほしいです。

【町からの回答】
　ご意見頂きありがとうございます。
　コロナ禍における生活支援、景気回復に向けた施策についてと拝察しお答えいたします。
　まずは、ご質問者様に増毛町の施策が「ましけ元気回復応援事業」によるプレミアム商品券の発行のみ
を行っているという誤解を与えてしまい大変申し訳御座いません。
　コロナ禍への対策事業につきましては、増毛町は令和２年４月補正予算にて決定した「新型コロナウイ
ルス飲食業対策事業」を皮切りに、国の事業を除いても令和２年度は４６事業、令和３年度は１８事業、
令和４年度は２０事業の計８４事業を新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金等を活用し実施
しております。
　しかしながら、「商品券だけじゃなく、もっと他の施策
をしてほしい」という思いをさせてしまっていることは、
増毛町役場として反省すべき点でございますので、町ホー
ムページにて令和２年度からの８４事業につきまして順次
情報を掲載して参ります。
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　暑寒別岳スキー場に、子どもや大人の人への増毛町町民割引みたいなやつがあると良いと思います。
　なぜなら、高校へ上がるとシーズン券が高くなり、気軽にスキーに行けない人がいるからです。

【町からの回答】
　現在の当スキー場の料金設定は、こども料金の対象は中学生以下
までとなっております。今シーズンのオープンに向け、高校生・専
門学生・大学生の料金を検討したいと思いますので、是非積極的に
ご利用ください。

　これまでは購入して利用できていましたが、一部の市町村で行っているように一律町民一人に５千円分、
１万円分の商品券を交付することを考えて頂きたいです。
　理由は購入のためのお金を用意できる人だけでなく、町民全員が恩恵を受ける方が増毛町のためになる
と思ったからです。

【町からの回答】
　新型コロナウイルス感染症の影響により低迷する町内消費を喚起するため、増毛元気回復応援券（プレ
ミアム付き商品券）の販売を増毛町商工会に委託し、７月３日（日）に第１回目の販売を行いました。　
　全町民の皆様へ商品券を配布すべきとのご意見をいただき
ましたが、町内消費を喚起する点では、町民の皆様に購入い
ただいた方が消費の規模が大きくなる事からこれまで販売す
る形式をとってきております。
　一部の町民から一律交付を望む声も聞いておりますので、
施策の必要性、財源の問題などを検討し、実施の適否を判断
したいと考えております。

商　工　観　光　課

ご意見⑱ 　 増毛町元気回復応援券について

　メモリアル・パークのトイレは古くて観光地のトイレとしてはふさわしくありません。便器は和式です
し、外のドアの閉まりもよくないです。観光地にふさわしいさわやかなトイレに改修してほしいです。観
光地や道の駅に着いた時、出発する時に多くの人はトイレに立ち寄ると思います。トイレから受ける観光
地の印象は重要です。

【町からの回答】
　メモリアル・パークの公衆トイレは供用から２２年が経過して
おり、古さを感じるのはご意見のとおりです。観光地としてお客
様に良い印象をもっていただけるよう計画的に各公衆トイレの改
修をすすめていきたいと考えております。

ご意見⑲ 　 メモリアル・パークのトイレについて

ご意見⑰ 　 暑寒別岳スキー場の利用について
　先日、増毛町ホームページを見ました。
　花火大会について載っておりました。協賛された企業の名前を見ますと、それぞれ増毛町に関係する工
事の請負などされているところです。
　しかしながら、増毛町が補助金を出している事業のうち、「民間住宅等建設に関する補助制度」を活用し
て、新築された町外の建設会社の名前がありませんでした。
　町外１０００万円の補助をいただいたのに、私たち町民の納めた税金の一部ではありませんか。
　もう少しそういうところも考えて、相手先に打診するとか、条件をつけるなどないのでしょうか。
　何も増毛町にとって良くはないと思います。

【町からの回答】
　花火大会は、関係機関で組織した『納涼花火大会実行委員
会』が主催者となって実施しております。協賛金の寄付につ
いては、増毛町と取引きのある町外事業者を対象に実行委員
会で協議し協賛寄付の依頼をさせていただいたところです。
　そのほとんどの事業者より快く寄付を頂戴し、増毛町納涼
花火大会を実施することができました。協賛寄付の依頼は、
今後も実行委員会で決定する事柄でありますので、今回ご指
摘の点は次年度への検討事項として申し伝えることとします。

教　育　委　員　会

　インドアグランドを是非町民以外にも使わせてほしいと思います。なぜなら、留萌高校サッカー部は、
部活動で使っているのに、野球部は使えないんだろうと思ったからです。そこで、教育委員会に聞いてみ
たところ、やはり難しいと言っていました。今後の後輩たちのためにも、インドアグランドを野球部に使
用させてほしいと思いました。それでも野球部がダメなら、サッカー部も使用禁止にするといいと思いま
す。

【町からの回答】
　インドアグランドの団体利用につきましては、基本的に町内団
体のみに限り使用を許可しておりますが、こういった使用の中に
は町内団体が主催・共催する各種の大会の他、他市町村団体との
練習試合や交流会も含まれており、留萌高校サッカー部について
は増毛サッカー連盟が主催する合同練習会に参加した利用となっ
ております。
　このようなことから、単純に増毛町以外の団体による練習等で
の利用は難しいということになりますので、ご理解をお願いいた
します。

ご意見　 　 インドアグランドの利用について

ご意見⑳ 　 増毛町納涼花火大会の協賛企業一覧について
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　暑寒別岳スキー場に、子どもや大人の人への増毛町町民割引みたいなやつがあると良いと思います。
　なぜなら、高校へ上がるとシーズン券が高くなり、気軽にスキーに行けない人がいるからです。

【町からの回答】
　現在の当スキー場の料金設定は、こども料金の対象は中学生以下
までとなっております。今シーズンのオープンに向け、高校生・専
門学生・大学生の料金を検討したいと思いますので、是非積極的に
ご利用ください。

　これまでは購入して利用できていましたが、一部の市町村で行っているように一律町民一人に５千円分、
１万円分の商品券を交付することを考えて頂きたいです。
　理由は購入のためのお金を用意できる人だけでなく、町民全員が恩恵を受ける方が増毛町のためになる
と思ったからです。

【町からの回答】
　新型コロナウイルス感染症の影響により低迷する町内消費を喚起するため、増毛元気回復応援券（プレ
ミアム付き商品券）の販売を増毛町商工会に委託し、７月３日（日）に第１回目の販売を行いました。　
　全町民の皆様へ商品券を配布すべきとのご意見をいただき
ましたが、町内消費を喚起する点では、町民の皆様に購入い
ただいた方が消費の規模が大きくなる事からこれまで販売す
る形式をとってきております。
　一部の町民から一律交付を望む声も聞いておりますので、
施策の必要性、財源の問題などを検討し、実施の適否を判断
したいと考えております。

商　工　観　光　課

ご意見⑱ 　 増毛町元気回復応援券について

　メモリアル・パークのトイレは古くて観光地のトイレとしてはふさわしくありません。便器は和式です
し、外のドアの閉まりもよくないです。観光地にふさわしいさわやかなトイレに改修してほしいです。観
光地や道の駅に着いた時、出発する時に多くの人はトイレに立ち寄ると思います。トイレから受ける観光
地の印象は重要です。

【町からの回答】
　メモリアル・パークの公衆トイレは供用から２２年が経過して
おり、古さを感じるのはご意見のとおりです。観光地としてお客
様に良い印象をもっていただけるよう計画的に各公衆トイレの改
修をすすめていきたいと考えております。

ご意見⑲ 　 メモリアル・パークのトイレについて

ご意見⑰ 　 暑寒別岳スキー場の利用について
　先日、増毛町ホームページを見ました。
　花火大会について載っておりました。協賛された企業の名前を見ますと、それぞれ増毛町に関係する工
事の請負などされているところです。
　しかしながら、増毛町が補助金を出している事業のうち、「民間住宅等建設に関する補助制度」を活用し
て、新築された町外の建設会社の名前がありませんでした。
　町外１０００万円の補助をいただいたのに、私たち町民の納めた税金の一部ではありませんか。
　もう少しそういうところも考えて、相手先に打診するとか、条件をつけるなどないのでしょうか。
　何も増毛町にとって良くはないと思います。

【町からの回答】
　花火大会は、関係機関で組織した『納涼花火大会実行委員
会』が主催者となって実施しております。協賛金の寄付につ
いては、増毛町と取引きのある町外事業者を対象に実行委員
会で協議し協賛寄付の依頼をさせていただいたところです。
　そのほとんどの事業者より快く寄付を頂戴し、増毛町納涼
花火大会を実施することができました。協賛寄付の依頼は、
今後も実行委員会で決定する事柄でありますので、今回ご指
摘の点は次年度への検討事項として申し伝えることとします。

教　育　委　員　会

　インドアグランドを是非町民以外にも使わせてほしいと思います。なぜなら、留萌高校サッカー部は、
部活動で使っているのに、野球部は使えないんだろうと思ったからです。そこで、教育委員会に聞いてみ
たところ、やはり難しいと言っていました。今後の後輩たちのためにも、インドアグランドを野球部に使
用させてほしいと思いました。それでも野球部がダメなら、サッカー部も使用禁止にするといいと思いま
す。

【町からの回答】
　インドアグランドの団体利用につきましては、基本的に町内団
体のみに限り使用を許可しておりますが、こういった使用の中に
は町内団体が主催・共催する各種の大会の他、他市町村団体との
練習試合や交流会も含まれており、留萌高校サッカー部について
は増毛サッカー連盟が主催する合同練習会に参加した利用となっ
ております。
　このようなことから、単純に増毛町以外の団体による練習等で
の利用は難しいということになりますので、ご理解をお願いいた
します。

ご意見　 　 インドアグランドの利用について

ご意見⑳ 　 増毛町納涼花火大会の協賛企業一覧について
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10／２１
（金）

10／28
（金）

10／１９
（水）

　増毛ライオンズクラブ（風間慶会長）から増毛
中学校（亀田寛人校長）などに地元の新米や野菜
などが寄贈され、この日の給食として提供されま
した。
　青少年育成事業の一環で増毛中のほか、増毛小
学校と認定こども園あっぷるにも贈られました。
　贈呈式で風間会長から米袋を受け取った増毛中
生徒会長の藤田唯人さん（１４）は「地元食材をたく
さん使った給食を美味しくいただきました。あり
がとうございます」と感謝の言葉を述べました。

地元食材を使った
　　フルコースを堪能

～増毛中学校「テーブルマナー体験学習」～ ～増毛ＬＣから増毛小中学校などへ新米など寄贈～

　増毛中学校（亀田寛人校長）の３年生２３名が
オーベルジュましけで地元の新鮮な食材にこだわっ
たフランス料理を楽しく味わいながら、テーブル
マナーについて学びました。
　清野朋子支配人が講師を務め、ナプキンの使い
方、ナイフやフォークの使う順番などテーブルマ
ナーの基本を学生たちに教えました。
　学生たちは初めてのフルコースに緊張しながら
も、肉料理「道産牛シェパーズパイと牛フィレ肉
のグリル」などおいしい料理を堪能しました。

10／19（水）
10／26（水）

ストレスと上手く付き合い
自分らしく生きる

～ましけ町民スクール 第３回講座～ ～増毛小学校「まるごと増毛デー」～

地元の食材をふんだんに
使った給食を堪能！

子どもたちに地元の新米や
野菜などを味わってほしい

　増毛小学校（矢藤典彦校長）で「まるごと増毛
デー」と称して増毛産の食材をふんだんに使用し
た給食が児童たちに提供されました。
　給食の献立は、増毛産の甘エビや米、ジャガイ
モを使用したカレー、増毛産のプルーンが入った
ヨーグルト和え、リンゴジュースとまるごと地元
産食材が使われました。児童たちは、美味しい給
食に大満足の様子でした。
　町では、地場産物消費奨励の目的で、増毛産食
材を利用する際に一部補助を行っています。

　ましけ町民スクール第３回講座、精神科医とし
て活躍している香山リカ氏による講演「ストレス
と上手く付き合い自分らしく生きる」が町文化セ
ンターで開催されました。
　身体の健康はもちろん大切だが、こころの健康
はより大切であると解説。『些細なことでも自分
を褒めてあげて、先に楽しみを持つことでこころ
はより元気になる』と力説しました。
　力強く説得力のある話し方は、町民らを診察し
ているかのようで、話に引き込まれました。

11／9
（水）

11／11
（金）

10／28
（金）

10／31
（月）

　増毛町は、明治安田生命保険相互会社と「健康
増進に関する包括連携協定」を締結しました。
　それに伴う締結式が町役場で行われ、堀町長と
同社旭川支社森元敦士支社長が協定書に署名をし
て取り交わしました。
　この協定締結により、健康づくりや安全で安心
な地域づくりなどに連携して取り組み、町民がよ
り暮らしやすいまちづくりに寄与していきます。
　また、同社より感染症拡大により疲弊するマチ
に活気を与えてほしいと、町に寄附をいただきま
した。

笑顔溢れる世代を超えた交流会
～暑寒大学・認定こども園あっぷる交流会～

～明治安田生命と健康増進に向け協定締結～

　暑寒大学・認定こども園あっぷる交流会が町立
体育館で行われ、同大学学生や同園園児ら合わせ
て３８名が参加しました。
　園児たちが歌や手遊び、「YOSAKOIソーラン」
など元気いっぱいの遊戯を披露し、学生たちに笑
顔と元気を分け与えました。
　その後、学生たちも気合いの入った「増毛音頭」
を園児たちに披露して交流を楽しみました。
　最後は、「増毛音頭」を全員で踊り親睦を深め、
笑顔溢れる交流会となりました。

８０歳を超えても
２０本以上の元気な歯！
～８０２０健康賞表彰式～

～増毛町桜植樹祭～

桜が似合う町に
なることを願って

町民の健康増進や
サービス向上を目的に

　増毛ライオンズクラブ（風間慶会長）や町生き
がい活動事業団等の協力を得て平成３０年から毎
年行われている「桜植樹祭」が、今年は暑寒公園
で開催されました。
　今年は、増毛町をテレビＣＭで取り上げている
株式会社アートネイチャーの協賛を得て実施し、
参加した関係者ら約３０名が薄紅色の花を付ける
ヤエザクラ１０本を植樹しました。堀町長はあい
さつで「このような植樹祭を毎年続けて、桜が似合
う町になることを願っている」と話しておりました。

　増毛町主催の「増毛町８０２０健康賞」の表彰
式が健康一番館で行われ、８０歳以上で自分の歯
が２０本以上ある町民１６名が表彰されました。
　堀町長は「８０歳を超えて２０本以上の歯を保
つことは、健康に対して意識が高い方。これから
も増毛町のおいしい食材を自分の歯で楽しんでい
ただければと思う」とあいさつし、受賞者一人一
人に表彰状と記念品を手渡しました。
　歯科検診に携わる風間歯科医院の風間慶院長は
「たくさんの歯を残していただき感謝している。これ
からも口内の健康を維持してほしい」と話しました。
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10／２１
（金）

10／28
（金）

10／１９
（水）

　増毛ライオンズクラブ（風間慶会長）から増毛
中学校（亀田寛人校長）などに地元の新米や野菜
などが寄贈され、この日の給食として提供されま
した。
　青少年育成事業の一環で増毛中のほか、増毛小
学校と認定こども園あっぷるにも贈られました。
　贈呈式で風間会長から米袋を受け取った増毛中
生徒会長の藤田唯人さん（１４）は「地元食材をたく
さん使った給食を美味しくいただきました。あり
がとうございます」と感謝の言葉を述べました。

地元食材を使った
　　フルコースを堪能

～増毛中学校「テーブルマナー体験学習」～ ～増毛ＬＣから増毛小中学校などへ新米など寄贈～

　増毛中学校（亀田寛人校長）の３年生２３名が
オーベルジュましけで地元の新鮮な食材にこだわっ
たフランス料理を楽しく味わいながら、テーブル
マナーについて学びました。
　清野朋子支配人が講師を務め、ナプキンの使い
方、ナイフやフォークの使う順番などテーブルマ
ナーの基本を学生たちに教えました。
　学生たちは初めてのフルコースに緊張しながら
も、肉料理「道産牛シェパーズパイと牛フィレ肉
のグリル」などおいしい料理を堪能しました。

10／19（水）
10／26（水）

ストレスと上手く付き合い
自分らしく生きる

～ましけ町民スクール 第３回講座～ ～増毛小学校「まるごと増毛デー」～

地元の食材をふんだんに
使った給食を堪能！

子どもたちに地元の新米や
野菜などを味わってほしい

　増毛小学校（矢藤典彦校長）で「まるごと増毛
デー」と称して増毛産の食材をふんだんに使用し
た給食が児童たちに提供されました。
　給食の献立は、増毛産の甘エビや米、ジャガイ
モを使用したカレー、増毛産のプルーンが入った
ヨーグルト和え、リンゴジュースとまるごと地元
産食材が使われました。児童たちは、美味しい給
食に大満足の様子でした。
　町では、地場産物消費奨励の目的で、増毛産食
材を利用する際に一部補助を行っています。

　ましけ町民スクール第３回講座、精神科医とし
て活躍している香山リカ氏による講演「ストレス
と上手く付き合い自分らしく生きる」が町文化セ
ンターで開催されました。
　身体の健康はもちろん大切だが、こころの健康
はより大切であると解説。『些細なことでも自分
を褒めてあげて、先に楽しみを持つことでこころ
はより元気になる』と力説しました。
　力強く説得力のある話し方は、町民らを診察し
ているかのようで、話に引き込まれました。

11／9
（水）

11／11
（金）

10／28
（金）

10／31
（月）

　増毛町は、明治安田生命保険相互会社と「健康
増進に関する包括連携協定」を締結しました。
　それに伴う締結式が町役場で行われ、堀町長と
同社旭川支社森元敦士支社長が協定書に署名をし
て取り交わしました。
　この協定締結により、健康づくりや安全で安心
な地域づくりなどに連携して取り組み、町民がよ
り暮らしやすいまちづくりに寄与していきます。
　また、同社より感染症拡大により疲弊するマチ
に活気を与えてほしいと、町に寄附をいただきま
した。

笑顔溢れる世代を超えた交流会
～暑寒大学・認定こども園あっぷる交流会～

～明治安田生命と健康増進に向け協定締結～

　暑寒大学・認定こども園あっぷる交流会が町立
体育館で行われ、同大学学生や同園園児ら合わせ
て３８名が参加しました。
　園児たちが歌や手遊び、「YOSAKOIソーラン」
など元気いっぱいの遊戯を披露し、学生たちに笑
顔と元気を分け与えました。
　その後、学生たちも気合いの入った「増毛音頭」
を園児たちに披露して交流を楽しみました。
　最後は、「増毛音頭」を全員で踊り親睦を深め、
笑顔溢れる交流会となりました。

８０歳を超えても
２０本以上の元気な歯！
～８０２０健康賞表彰式～

～増毛町桜植樹祭～

桜が似合う町に
なることを願って

町民の健康増進や
サービス向上を目的に

　増毛ライオンズクラブ（風間慶会長）や町生き
がい活動事業団等の協力を得て平成３０年から毎
年行われている「桜植樹祭」が、今年は暑寒公園
で開催されました。
　今年は、増毛町をテレビＣＭで取り上げている
株式会社アートネイチャーの協賛を得て実施し、
参加した関係者ら約３０名が薄紅色の花を付ける
ヤエザクラ１０本を植樹しました。堀町長はあい
さつで「このような植樹祭を毎年続けて、桜が似合
う町になることを願っている」と話しておりました。

　増毛町主催の「増毛町８０２０健康賞」の表彰
式が健康一番館で行われ、８０歳以上で自分の歯
が２０本以上ある町民１６名が表彰されました。
　堀町長は「８０歳を超えて２０本以上の歯を保
つことは、健康に対して意識が高い方。これから
も増毛町のおいしい食材を自分の歯で楽しんでい
ただければと思う」とあいさつし、受賞者一人一
人に表彰状と記念品を手渡しました。
　歯科検診に携わる風間歯科医院の風間慶院長は
「たくさんの歯を残していただき感謝している。これ
からも口内の健康を維持してほしい」と話しました。
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新型コロナワクチン接種情報
（１１月１０日現在の情報）

○ 「オミクロン株対応ワクチン（増毛町はファイザー社）」は、増毛町では
　が集団接種の最終日になります。
○６か月～４歳の乳幼児ワクチン接種については、個別にご案内をしております。
○全国のオミクロン株対応ワクチンの接種期間は令和５年３月３１日まであります。
　現時点では町内での接種は未定ですが、北海道ワクチン接種センター（札幌）など実施して
　いる機関もありますので、ご相談ください。 → 福祉厚生課保健指導係（☎５３－３１１１）

・増毛町役場福祉厚生課保健指導係（一般的なこと） → ☎０１６４ー５３ー３１１１
・北海道新型コロナウイルス感染症健康相談センター（全般の相談）
　　→ ☎０１２０ー５０１ー５０７（２４時間対応）
・北海道陽性者健康サポートセンター（陽性者の方が、体調悪化した場合の相談）
　　→ ☎０１２０ー３０３ー１１１（２４時間対応）
・北海道陽性者登録センター（検査キットで陽性の場合） 

新型コロナワクチン接種情報
（１１月１０日現在の情報）

◆オミクロン株対応ワクチンは、１人１回の接種となります。

新型コロナウイルス感染症が、感染拡大しています！
医療体制が逼迫しています。重症患者さんの医療を確保するため、ご協力ください。

１２月９日（金）

★６５歳未満で軽症の方 → ご自身で健康管理し、自宅療養。
　・症状がある方への検査キット無料配布 → 北海道陽性者登録センター
　　自己購入する方は、「対外診断用医薬品（医療用）」を。
　　薬局やインターネットでも購入可能。　
　　→【重要 !】検査キットは、発症直後ではなく、発症から２４時間後に検査しましょう！
　　　（キットで検出するウイルス抗原は、発症時はまだ少なく、検出できないためです。）
　　→鼻腔ぬぐいは、２ｃｍ程度挿入し、５回以上綿棒を回転させながらきちんと擦りましょう。
　　　くしゃみが出るため、飛沫が飛びます。周囲から遮断して実施してください。　
　　　きちんと検査しないと、感染していても陰性判定が出てしまいます。ご注意ください。
　　　※なお、解熱剤を使用しても、検査結果には影響しませんので、安心してください。　

　・陽性の場合、発症日（検査日）を０日目として、７日目まで自宅療養（自己隔離）。
　　８日目に療養解除。北海道陽性者登録センターにウェブ登録すると、自宅療養セットの
　　申込みも可能。

★６５歳以上の方、基礎疾患のある方、妊娠中の方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 → かかりつけ医や発熱外来に予約を！

　無症状の方から感染が広がります。誰がいつ感染してもおかしくない状態です。
体温計、解熱剤や日頃飲んでいるお薬、アルコール消毒薬、食料（１週間分程度）は日頃から
備えておいてください！北海道のホームページも参考にしてください。

【お問合せ先】

・本人確認書類
　顔写真入り証明書は１点（運転免許証など公的機関発行の証明書）、　
　顔写真がない証明書は２点（健康保険証、年金手帳、学生証など）
・マイナンバー「通知カード」（お持ちの方のみ）
・個人番号カード交付申請書（お持ちの方のみ）
※交付申請の際に顔写真を撮影します。（撮影は無料です）

【お問合せ先】役場税務課納税係（☎５３ー１１１４）

マイナンバーカード夜間窓口を開設します
１２月　７日（水）１７時１５分 ～１９時００分 

１７時１５分 ～１９時００分 
増毛町役場 町民課戸籍係窓口（役場１階）

１２月２１日（水） 増毛町文化センター（１階会議室）
１
2

カードをつくる申請の際にご持参いただくもの

マイナポイントの受け取り手続で必要なもの
・マイナンバーカード
・個人番号カード・電子証明書 設定暗証番号記載票
　（カードを戸籍係窓口で受け取られた方は一緒にお渡ししています。郵送で受け取られた方は
　 お送りした封筒に同封しています。紛失した方はお申出ください）
・公金受取口座の登録を希望する、預貯金口座の通帳
・マイナポイントの受け取りを希望する、キャッシュレス決済サービスのポイントカードなど

　増毛町では、マイナンバーカードの更なる普及促進を図るため、出張申請受付（戸別訪問・事業
所への訪問）を行っています。ご希望の方はお問い合わせください。

　道町民税、固定資産税、国民健康保険税及び軽自動車税の納め忘れはありませんか。
　町では１２月を「年末諸税特別徴収月間」として、催告書の発送や自宅への訪問、勤務先には給与調
査を行い給与・預貯金の差押えを実施し税の徴収強化を図ってまいります。
　また、下記のとおり１２月１２日（月）と２６日（月）に夜間納税窓口を開設し納税や納税相談を行います。
　多くの方は、納付期限等のルールを守り納税されています。まだ、納税されていない方は納税してく
ださるようお願いします。
　税金は、皆さんの暮らしを支える貴重な財源です。納税へのご理解とご協力をお願いします。

■お問合せ先　役場町民課戸籍係（☎５３－１１１２）

み ほ ん

１２月は

『夜間納税窓口開設のお知らせ』

【開設日時】　１２月１２日（月）、２６日（月）
　　　　　　１７時１５分～１９時００分まで
【場　　所】　増毛町役場税務課窓口（役場１階）

です

　「特別徴収月間」に合わせ、夜間に納税窓口を開設します。
　お仕事や用事等「日中は忙しい」という方は、この機会に納税及び納税相談にお気軽にご連
絡・お越しください。
　また、「なかなか役場に行けない」という方は、訪問をしての徴収や納税相談も行いますので
ご連絡ください。
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○６か月～４歳の乳幼児ワクチン接種については、個別にご案内をしております。
○全国のオミクロン株対応ワクチンの接種期間は令和５年３月３１日まであります。
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・個人番号カード交付申請書（お持ちの方のみ）
※交付申請の際に顔写真を撮影します。（撮影は無料です）

【お問合せ先】役場税務課納税係（☎５３ー１１１４）
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１２月　７日（水）１７時１５分 ～１９時００分 
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・公金受取口座の登録を希望する、預貯金口座の通帳
・マイナポイントの受け取りを希望する、キャッシュレス決済サービスのポイントカードなど
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所への訪問）を行っています。ご希望の方はお問い合わせください。
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　町では１２月を「年末諸税特別徴収月間」として、催告書の発送や自宅への訪問、勤務先には給与調
査を行い給与・預貯金の差押えを実施し税の徴収強化を図ってまいります。
　また、下記のとおり１２月１２日（月）と２６日（月）に夜間納税窓口を開設し納税や納税相談を行います。
　多くの方は、納付期限等のルールを守り納税されています。まだ、納税されていない方は納税してく
ださるようお願いします。
　税金は、皆さんの暮らしを支える貴重な財源です。納税へのご理解とご協力をお願いします。

■お問合せ先　役場町民課戸籍係（☎５３－１１１２）

み ほ ん

１２月は

『夜間納税窓口開設のお知らせ』

【開設日時】　１２月１２日（月）、２６日（月）
　　　　　　１７時１５分～１９時００分まで
【場　　所】　増毛町役場税務課窓口（役場１階）

です

　「特別徴収月間」に合わせ、夜間に納税窓口を開設します。
　お仕事や用事等「日中は忙しい」という方は、この機会に納税及び納税相談にお気軽にご連
絡・お越しください。
　また、「なかなか役場に行けない」という方は、訪問をしての徴収や納税相談も行いますので
ご連絡ください。



令和４年度増毛町表彰式

　平成２年５月から増毛町商工会理事、平成１２年４月から副会長、平成１５年４月から会長とし
て、産業の振興発展に、また、昭和５５年４月から増毛町建設協会理事、平成１１年４月から副会
長、平成２３年５月から会長として、建設業の振興発展に大きく寄与されました。
　このほか、増毛町総合計画審議会委員や増毛町表彰審議会委員の公職を歴任し、町勢の振興に多
大な貢献をされています。

　平成１０年４月から永年にわたり、増毛町農業協同組合、南るもい農業協同組合、るもい農業協
同組合の理事を務め、農業をはじめ産業の振興に寄与されました。
　また、増毛町教育委員会委員、増毛町農業委員会委員などの公職を歴任し、町勢の振興に貢献さ
れています。

　新型コロナウイルス感染の収束が見通せず長期化するなか、町立認定こども園では、園児、職員
の感染予防と夏季の熱中症対策に苦慮していたところ、増毛町建設協会から園児の熱中症対策を含
めたこども園の環境改善のために冷房空調設備を寄贈する申出があり、園内のホールと各教室に冷
房空調設備計 4台を設置されました。
　同協会の厚意により、町の未来を担う子ども達の保育教育環境の改善と、保育教諭の指導環境の
向上に寄与した功績は大きく、その善行は町民及び町内団体活動の模範とするところであり、高く
賞賛されています。

【産業部門】

　昭和５２年７月から永年にわたり増毛町消防団団員を務め、昭和６１年１１月から班長として地
域の防災に尽力されました。

【防災部門】
　平成２１年１１月から永年にわたり増毛町監査委員を務め、町勢の運営に貢献されました。

【自治振興部門】

【勤続３０年】増毛町職員

栄誉をたたえて表彰式

澤井　享司（畠中町）

千葉　和晃（留萌市）
工藤　卓也（弁天町）
國井　政憲（別　苅）
村上　高行（永寿町）
佐藤　洋次（南畠中町）

仙北　剛久（暑寒沢）

片川　孝好（栄　町）

松本　恭二（南畠中町）

増毛町建設協会（会長 森竹　昌基）

勤　続　表　彰

善　行　表　彰

功　績　表　彰

功　労　表　彰

　令和４年度増毛町表彰式が１１月３日の文化の日にオーベ
ルジュましけで執り行われました。
　今年度は、功労表彰１名、功績表彰３名、善行表彰１団体、
勤続表彰５名の計９名１団体が表彰され、堀町長から表彰状
や記念品などが贈呈されました。受賞された方は以下の通り
です。（敬称略）
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　６月１日から１０月３１日まで募集していた「増毛町フォトコンテスト２０２２」にご参加いただいた皆さ
ま、素敵な写真をありがとうございました。
　一般の部４０作品、学生の部６９作品の中から、部門ごとに最優秀賞１点、優秀賞２点、入選２点
が決定しましたので、選考結果を発表します。

増毛町フォトコンテスト２０２２ 結果発表

一般の部受賞作品

優秀賞優秀賞

入　選

作品についての一言
「毎年、サケを写しに行っていました。
　　　　　　　　今年は船を入れて写してみました。」

作品についての一言
「森の中に輝く灯台がある。」

「船のある風景」
佐藤　恵美子さん（札幌市）

最優秀賞最優秀賞最優秀賞最優秀賞

「輝く灯台」
吉田　悠人さん（暑寒町）

「夕日に染まる雲」

文化センター、増毛駅舎で入賞作品をカラー写真で掲示いたします。【掲示期間：１２月２３日（金）まで】

【お問合せ先】増毛町フォトコンテスト事務局 ☎０１６４－５３－１１１２※増毛町ホームページでも入賞作品を掲載いたします。

鈴木　　徹さん
（湧別町）

「残雪の暑寒別岳」
小笠原　潤さん

（留萌市）

「プラネタリウム増毛」
小野寺　碧さん

（東京都）

「ローソク岩と
　　　 カムイエト岬」

関口　峰樹さん
（南畠中町）

優秀賞優秀賞

入　選

「増毛の星空」
戸島　　英さん

（札幌市）

「海を飛ぶカモメ
  　　　　　と太陽」
吉田　聖矢さん

（暑寒町）

「一休み」
輪島　維俐さん

（苫前町）

「昼下がりの増毛駅」
斎藤　稜太さん

（札幌市）

学生の部受賞作品

入　選 入　選
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て、産業の振興発展に、また、昭和５５年４月から増毛町建設協会理事、平成１１年４月から副会
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の感染予防と夏季の熱中症対策に苦慮していたところ、増毛町建設協会から園児の熱中症対策を含
めたこども園の環境改善のために冷房空調設備を寄贈する申出があり、園内のホールと各教室に冷
房空調設備計 4台を設置されました。
　同協会の厚意により、町の未来を担う子ども達の保育教育環境の改善と、保育教諭の指導環境の
向上に寄与した功績は大きく、その善行は町民及び町内団体活動の模範とするところであり、高く
賞賛されています。

【産業部門】

　昭和５２年７月から永年にわたり増毛町消防団団員を務め、昭和６１年１１月から班長として地
域の防災に尽力されました。

【防災部門】
　平成２１年１１月から永年にわたり増毛町監査委員を務め、町勢の運営に貢献されました。

【自治振興部門】

【勤続３０年】増毛町職員

栄誉をたたえて表彰式

澤井　享司（畠中町）

千葉　和晃（留萌市）
工藤　卓也（弁天町）
國井　政憲（別　苅）
村上　高行（永寿町）
佐藤　洋次（南畠中町）

仙北　剛久（暑寒沢）

片川　孝好（栄　町）

松本　恭二（南畠中町）

増毛町建設協会（会長 森竹　昌基）

勤　続　表　彰

善　行　表　彰

功　績　表　彰

功　労　表　彰

　令和４年度増毛町表彰式が１１月３日の文化の日にオーベ
ルジュましけで執り行われました。
　今年度は、功労表彰１名、功績表彰３名、善行表彰１団体、
勤続表彰５名の計９名１団体が表彰され、堀町長から表彰状
や記念品などが贈呈されました。受賞された方は以下の通り
です。（敬称略）
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　６月１日から１０月３１日まで募集していた「増毛町フォトコンテスト２０２２」にご参加いただいた皆さ
ま、素敵な写真をありがとうございました。
　一般の部４０作品、学生の部６９作品の中から、部門ごとに最優秀賞１点、優秀賞２点、入選２点
が決定しましたので、選考結果を発表します。

増毛町フォトコンテスト２０２２ 結果発表

一般の部受賞作品

優秀賞優秀賞

入　選

作品についての一言
「毎年、サケを写しに行っていました。
　　　　　　　　今年は船を入れて写してみました。」

作品についての一言
「森の中に輝く灯台がある。」

「船のある風景」
佐藤　恵美子さん（札幌市）

最優秀賞最優秀賞最優秀賞最優秀賞

「輝く灯台」
吉田　悠人さん（暑寒町）

「夕日に染まる雲」

文化センター、増毛駅舎で入賞作品をカラー写真で掲示いたします。【掲示期間：１２月２３日（金）まで】

【お問合せ先】増毛町フォトコンテスト事務局 ☎０１６４－５３－１１１２※増毛町ホームページでも入賞作品を掲載いたします。

鈴木　　徹さん
（湧別町）

「残雪の暑寒別岳」
小笠原　潤さん

（留萌市）

「プラネタリウム増毛」
小野寺　碧さん

（東京都）

「ローソク岩と
　　　 カムイエト岬」

関口　峰樹さん
（南畠中町）

優秀賞優秀賞

入　選

「増毛の星空」
戸島　　英さん

（札幌市）

「海を飛ぶカモメ
  　　　　　と太陽」
吉田　聖矢さん

（暑寒町）

「一休み」
輪島　維俐さん

（苫前町）

「昼下がりの増毛駅」
斎藤　稜太さん

（札幌市）

学生の部受賞作品

入　選 入　選
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　例年、冬季に開始しておりますロードヒーティングを１２月
３日（土）より運転いたしました。
　ただし、ロードヒーティング施設の老朽化、融雪機能が随所
に低下していることに加え、電気料の経費削減をはかる目的で
ロードヒーティングの運行期間短縮や休止を図ります。なお、
安全確保のため、代替措置としてスリップ防止剤の散布を行い
ます。
　皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
　スリップ防止剤を散布いたしますが、通行される方はスピー
ドの出し過ぎ等に十分注意し、安全運転を心がけてください。

【お問合せ先】役場建設課・管理係（☎５３ー１１１５）

業務に除雪
ご協力ください！

業務に除雪

①路上駐車はやめましょう

②道路に雪を捨てないでください

③雪捨て場所について

【お問合せ先】
国道：留萌開発建設部・道路課

（☎４２ー３１６８）

（☎４２ー１８４９）

（☎５３ー１１１５）

（☎５３ー３８１０）

道道：留萌建設管理部・事業室事業課

町道：増毛町役場・建設課管理係

町道：増毛産業振興協同組合

④除雪機械による除排雪について

⑤流雪溝の管理運営について

ご協力ください！
　早朝の除雪時に路上駐車をしている車が数多く見受けられます。吹雪の時は確認が困難であり、追突・
接触等により損傷を受ける場合もありますので、路上での終夜駐車は絶対しないでください。また、所用
で駐車している場合に除雪車が来たら支障のない場所に移動してください。

　除雪道路内に自宅玄関先や裏小路の雪を捨てている人が多数見受けられます。雪を捨てると道路幅が狭
くなり、交通の安全性を害しますので、除雪道路内には捨てず道路外に捨てるようにしてください。

　個人や会社が除雪機械により除排雪する時は、河川（永寿川、
錦川等）や道路には投雪しないでください。また、公共施設（縁
石、フェンス、側溝、橋欄干等）の損傷には十分注意し、万一、
損傷したときは直ちに報告してください。

　流雪溝を利用される方は、約束事項を守って、事故の無いよ
うに使用しましょう。
　また、気象状況により中止とする場合があります。その場合
は防災無線等により、お知らせします。

　商店・事業所等の個人が排雪する場合の雪捨て場は、暑寒海浜キャンプ場（旧暑寒海水浴場）として
おりますので、道路には絶対に投雪せず運搬排雪をお願いします。
　また、石・土砂等が混じり、汚染公害を招く廃棄物は捨てないでください。なお、ゴミの不法投棄は
法律により罰せられますので絶対に捨てないでください。
　共同使用の雪捨て場ですので、皆さんのご協力お願いします。

１２月からロードヒーティングの運転を開始しました

【
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ

  

運
行
期
間
短
縮
箇
所
図
】

短縮路線は、役場～留萌信用金庫増毛
支店と役場～神社下までの２路線で、
１２月３日（土）から２月２８日（火）まで
の運転といたします。
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








雪道用歩行器を試してみませんか？
　増毛町では、町民を対象に、歩行器（シルバーカー）や杖、車いす
等を試しに使ってみることができるように、無料で貸し出しています。
　「冬は歩行器（シルバーカー）の車輪が雪にうもれて使えなくなる」
という声があったことから、町内在住の大工さんに協力していただき、
ミニスキーをつけて雪道用に改良するお手伝いもします。
　試用をご希望の方は、増毛町地域包括支援センター（☎５３ー３１１１）
までご連絡ください。
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　例年、冬季に開始しておりますロードヒーティングを１２月
３日（土）より運転いたしました。
　ただし、ロードヒーティング施設の老朽化、融雪機能が随所
に低下していることに加え、電気料の経費削減をはかる目的で
ロードヒーティングの運行期間短縮や休止を図ります。なお、
安全確保のため、代替措置としてスリップ防止剤の散布を行い
ます。
　皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
　スリップ防止剤を散布いたしますが、通行される方はスピー
ドの出し過ぎ等に十分注意し、安全運転を心がけてください。

【お問合せ先】役場建設課・管理係（☎５３ー１１１５）

業務に除雪
ご協力ください！

業務に除雪

①路上駐車はやめましょう

②道路に雪を捨てないでください

③雪捨て場所について

【お問合せ先】
国道：留萌開発建設部・道路課

（☎４２ー３１６８）

（☎４２ー１８４９）

（☎５３ー１１１５）

（☎５３ー３８１０）

道道：留萌建設管理部・事業室事業課

町道：増毛町役場・建設課管理係

町道：増毛産業振興協同組合

④除雪機械による除排雪について

⑤流雪溝の管理運営について

ご協力ください！
　早朝の除雪時に路上駐車をしている車が数多く見受けられます。吹雪の時は確認が困難であり、追突・
接触等により損傷を受ける場合もありますので、路上での終夜駐車は絶対しないでください。また、所用
で駐車している場合に除雪車が来たら支障のない場所に移動してください。

　除雪道路内に自宅玄関先や裏小路の雪を捨てている人が多数見受けられます。雪を捨てると道路幅が狭
くなり、交通の安全性を害しますので、除雪道路内には捨てず道路外に捨てるようにしてください。

　個人や会社が除雪機械により除排雪する時は、河川（永寿川、
錦川等）や道路には投雪しないでください。また、公共施設（縁
石、フェンス、側溝、橋欄干等）の損傷には十分注意し、万一、
損傷したときは直ちに報告してください。

　流雪溝を利用される方は、約束事項を守って、事故の無いよ
うに使用しましょう。
　また、気象状況により中止とする場合があります。その場合
は防災無線等により、お知らせします。

　商店・事業所等の個人が排雪する場合の雪捨て場は、暑寒海浜キャンプ場（旧暑寒海水浴場）として
おりますので、道路には絶対に投雪せず運搬排雪をお願いします。
　また、石・土砂等が混じり、汚染公害を招く廃棄物は捨てないでください。なお、ゴミの不法投棄は
法律により罰せられますので絶対に捨てないでください。
　共同使用の雪捨て場ですので、皆さんのご協力お願いします。

１２月からロードヒーティングの運転を開始しました

【
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ

  

運
行
期
間
短
縮
箇
所
図
】

短縮路線は、役場～留萌信用金庫増毛
支店と役場～神社下までの２路線で、
１２月３日（土）から２月２８日（火）まで
の運転といたします。































雪道用歩行器を試してみませんか？
　増毛町では、町民を対象に、歩行器（シルバーカー）や杖、車いす
等を試しに使ってみることができるように、無料で貸し出しています。
　「冬は歩行器（シルバーカー）の車輪が雪にうもれて使えなくなる」
という声があったことから、町内在住の大工さんに協力していただき、
ミニスキーをつけて雪道用に改良するお手伝いもします。
　試用をご希望の方は、増毛町地域包括支援センター（☎５３ー３１１１）
までご連絡ください。

問

※
年
間
休
日
１
２
０
日
以
上

  （
長
期
休
暇
あ
り
）

※
時
間
給
希
望
の
場
合
、
勤

　

務
日
数
や
勤
務
時
間
を
調

　

整
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。  

  （
応
相
談
）

※
経
験
者
は
前
歴
を
考
慮
し
、

　

加
算
し
て
決
定
し
ま
す
。

※
夜
勤
明
け
の
翌
日
・
翌
々

　

日
は
連
休
と
な
り
ま
す
。

※
年
間
休
日
１
２
０
日
以
上

  （
長
期
休
暇
あ
り
）

※
時
間
給
希
望
の
場
合
、
勤

　

務
日
数
や
勤
務
時
間
を
調

　

整
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。  

  （
応
相
談
）



　

０
０
円
以
下
）

③
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ
と

■
申
込
方
法

　

役
場
建
設
課
建
築
係
で
申
込
書

を
受
取
り
、
関
係
書
類
を
添
え
て

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

　

役
場
建
設
課
・
建
築
係

　
（
☎
５
３
ー
１
１
１
５
）

　

男
性
の
育
児
休
業
取
得
促
進
に

向
け
て
育
児
・
介
護
休
業
法
が
改

正
さ
れ
、
今
年
の
４
月
か
ら
施
行

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
、
配
偶
者
の
妊
娠
・

出
産
を
申
し
出
た
労
働
者
に
対
し

て
、
育
児
休
業
制
度
等
に
つ
い
て

の
個
別
周
知
と
育
児
休
業
取
得
の

意
向
を
確
認
す
る
こ
と
が
事
業
主

に
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
会
社

に
申
し
出
る
こ
と
で
育
児
休
業
取

得
制
度
等
の
説
明
、
取
得
の
意
向

確
認
が
個
別
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

10
月
か
ら
は
、「
産
後
パ
パ
育

休
（
出
生
児
育
児
休
業
）」
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
産
後
８
週
間

以
内
に
４
週
間
ま
で
の
休
業
取
得

が
で
き
、
２
回
に
分
割
し
て
取
得

可
能
で
す
。
ま
た
、
こ
の
期
間
内

に
ど
う
し
て
も
外
せ
な
い
仕
事
が

あ
る
場
合
な
ど
は
、
会
社
と
合
意

の
う
え
で
休
業
期
間
中
に
一
部
就

業
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
が
１
歳
に
な

る
ま
で
の
育
児
休
業
も
２
回
に
分

割
し
て
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
る

た
め
、
産
後
パ
パ
育
休
と
育
児
休

業
を
合
わ
せ
る
と
、
必
要
に
応
じ

て
４
回
ま
で
分
割
し
て
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

北
海
道
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

　

等
部
指
導
課

（
☎
０
１
１
ー

７
０
９
ー

２
７
１
５
）

 

『
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
（
１
世
帯

あ
た
り
５
万
円
）』
の
手
続
き
を

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

■
支
給
対
象

　

令
和
４
年
９
月
30
日
時
点
で
増

毛
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
世
帯
で
、

左
記
に
該
当
す
る
世
帯
。

○
世
帯
全
員
の
令
和
４
年
度
住
民

税
均
等
割
が
非
課
税
の
世
帯

　

役
場
か
ら
送
付
し
て
お
り
ま
す

 

「
確
認
書
」
ま
た
は
「
申
請
書
」

を
役
場
へ
返
信
く
だ
さ
い
。

○
家
計
が
急
変
し
た
こ
と
で
収
入

が
減
少
し
、
世
帯
全
員
が
住
民
税

非
課
税
相
当
と
な
っ
た
世
帯
（
家

計
急
変
世
帯
）

　

申
請
が
必
要
で
す
。
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
世
帯
は
、
担
当
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
収
入
が
減
少
す
る
こ
と
が
、
あ

ら
か
じ
め
明
ら
か
な
月
の
収
入
減

少
に
よ
り
給
付
を
申
請
し
た
場
合
、

不
正
受
給
（
詐
欺
）
に
問
わ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
提
出
期
限

　

令
和
５
年
１
月
31
日
（
火
）
必

着※
提
出
期
限
後
の
受
付
・
支
給
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま

す
。

　

そ
の
他
不
明
な
点
等
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

役
場
企
画
財
政
課
財
政
係

　
（
☎
５
３
ー
１
１
１
０
）

　

広
報
10
月
号
に
て
、
町
民
の
皆

様
に
ウ
エ
ス
の
ご
寄
付
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
ご
寄

付
を
賜
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま

で
当
面
の
間
、
必
要
十
分
な
量
を

確
保
で
き
ま
し
た
の
で
受
付
を
終

了
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
厚
意

に
対
し
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
明
和
園
の
運
営
に
つ

い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

増
毛
町
立
明
和
園

　
（
☎
５
３
ー
１
６
０
１
）
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町
立
明
和
園
よ
り

　
　

ウ
エ
ス
寄
付
の
お
礼

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
緊
急
支
援
金

（
１
世
帯
あ
た
り
５
万
円
）

「
産
後
パ
パ
育
休
」が

　

  

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

お
知
ら
せ

問

問

問

問新着本案内 総合交流促進施設元陣屋（電話 53–3522）

ファズイーター パンダどうぶつえん深町　秋生　著 おおの　こうへい　作・絵
　警視庁の若手署員がナイフを
持った男に襲われた。組織犯罪対
策課の八神は、薬物密売で荒稼ぎ
を始めた暴力団の関与を疑う。裏
社会から得た情報で、彼女は真相
に近づいていく。

　お客さんが全然来ない動物園。
　頭を悩ませた園長さんは、ある
日、気づきました。人気者のパン
ダに来てもらえばいいのです！と
ころが、やってきたのは偽物のパ
ンダばかりで…

わ
た
べ
整
形
外
科
医
院

◇
日
曜
当
番
医
◇

【
1２
月
1１
日
】（
留
萌
市
）

（
栄
町
３ 

☎
４
２
ー
５
０
１
１
）

※
右
記
以
外
の
土
日
祝
日
及
び
夜
間

　

診
療
は
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
へ

　

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。



○
飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪
で
す

　

飲
酒
は
安
全
運
転
に
必
要
な
情

報
処
理
能
力
、
注
意
力
、
判
断
能

力
を
低
下
さ
せ
、
運
転
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
、
重
大
事
故
に
繋

が
る
危
険
性
を
高
め
ま
す
。
二
日

酔
い
で
の
運
転
も
「
飲
酒
運
転
」

と
な
り
ま
す
の
で
、
深
酒
し
た
翌

日
に
運
転
す
る
場
合
は
、
身
体
に

ア
ル
コ
ー
ル
が
残
っ
て
い
な
い
か

し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
飲
酒
運
転
は
、
運
転
者
以
外
も

処
罰
の
対
象
に
な
り
ま
す

　

車
を
運
転
す
る
恐
れ
の
あ
る
人

に
お
酒
を
提
供
し
た
り
、
お
酒
を

飲
ん
で
い
る
人
に
車
を
提
供
し
た

り
、
飲
酒
運
転
の
車
に
同
乗
し
た

場
合
は
、
飲
酒
運
転
と
同
様
に
処

罰
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

○
「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」

で
飲
酒
運
転
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　

仲
間
と
車
で
飲
食
店
に
行
く
場

合
、
あ
ら
か
じ
め
お
酒
を
飲
ま
な

い
人
（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）
を

決
め
、
そ
の
人
が
仲
間
を
自
宅
ま

で
送
り
届
け
ま
し
ょ
う
。

○
飲
酒
運
転
情
報
の
提
供
を

　

北
海
道
警
察
で
は
、
悪
質
な
飲

酒
運
転
を
根
絶
す
る
た
め
、「
飲

酒
運
転
ゼ
ロ
ボ
ッ
ク
ス
」
に
よ
る

タ
イ
ム
リ
ー
な
飲
酒
運
転
の
情
報

提
供
等
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け

た
ア
イ
デ
ア
も
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

留
萌
警
察
署

　
（
☎
４
２
ー
０
１
１
０
）

　

毎
年
、
12
月
10
日
か
ら
16
日
は
、

 

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
」
で
す
。

　

拉
致
問
題
の
解
決
を
始
め
と
す

る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
ま

し
ょ
う
。

　

留
萌
警
察
署

　
（
☎
４
２
ー
０
１
１
０
）

　

こ
れ
ま
で
不
動
産
の
所
有
者

（
名
義
人
）
が
亡
く
な
り
、
相
続

が
発
生
し
て
も
直
ち
に
相
続
登
記

が
さ
れ
な
い
要
因
と
し
て
、
相
続

登
記
の
申
請
が
任
意
で
あ
る
こ
と

や
申
請
を
し
な
く
て
も
不
利
益
を

被
る
こ
と
が
少
な
い
こ
と
な
ど
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
所
有
者
不
明

土
地
発
生
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、
所
有
者
不
明
土
地
の

発
生
予
防
の
観
点
か
ら
、
不
動
産

登
記
法
が
改
正
さ
れ
、
令
和
６
年

４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記
が
義
務

化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
相
続
人
は
、
所
有

権
を
取
得
し
た
こ
と
を
知
っ
た
日

か
ら
３
年
以
内
（
遺
産
分
割
協
議

の
場
合
は
、
話
し
合
い
が
ま
と

ま
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
）
に
相

続
登
記
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
既

に
発
生
し
て
い
る
相
続
も
対
象
と

な
り
、
そ
の
場
合
は
、
令
和
６
年

４
月
１
日
か
ら
３
年
間
が
履
行
期

間
と
な
り
ま
す
）

　

旭
川
地
方
法
務
局
登
記
部
門

（
☎
０
１
６
６
ー
３
８
ー
１
１
４
６
） 　

増
毛
町
で
は
、
高
齢
者
の
雪
道

で
の
転
倒
を
防
止
す
る
た
め
に
、

積
雪
凍
結
時
に
自
宅
前
な
ど
に
ま

く
５
０
０
㎖
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り

砕
石
「
ま
く
べ
い
」
を
無
償
で
配

布
し
て
お
り
ま
す
。　

　

今
年
度
も
、
増
毛
町
黒
岩
砕

石
事
業
所
で
製
造
し
た 

「
ま
く
べ

い
」
を
６
０
０
本
配
布
し
ま
す
。

　

高
齢
者
が
い
る
世
帯
に
「
１
軒

あ
た
り
２
本
」
配
布
い
た
し
ま
す

の
で
、
希
望
す
る
方
は
左
記
ま
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。　

　

な
お
、
雪
が
解
け
た
後
、
道
路

に
残
っ
た
「
ま
く
べ
い
」
は
、
ま

い
た
人
が
掃
除
す
る
よ
う
御
協
力

願
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

　

役
場
福
祉
厚
生
課
・
民
生
係

　
（
☎
５
３
ー
３
１
１
１
）
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問 問北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間
に
つ
い
て

飲
酒
運
転
の
根
絶
に

つ
い
て

相
続
登
記
の
義
務
化

　
　
　

  

が
始
ま
り
ま
す

砕
石
ペ
ッ
ト
「
ま
く
べ
い
」

の
配
布
に
つ
い
て

問

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）協力のお礼
　「女性（生理の貧困）」に取り組むＢＯＸを増毛町役場庁舎入口・増毛郵便
局・社会福祉協議会の３か所に設置させていただきました。皆様のご協力
のもと、第１回目の回収を終えましたこと感謝申し上げると共に、今後も
引き続きご協力よろしくお願いいたします。

増毛町商工会 女性部
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年末年始休業のお知らせ

留萌振興局などの道の機関

休業日
時間帯注意

１２月
２５２４ ２６

（土）
２７

（日）
２８

（月）
２９

（火）
３０

（水）
３１

（木）
１

（金）
２

（土）
３

（日）
４

（月）
５

（火）
６

（水）

１月

役場、健康一番館　※１
教育委員会

証明書自動交付機　※２
マイナンバーカードの窓口受け取り

※２ ※２

※４

※５ ※５

※６

市街診療所　※３
元陣屋
町立体育館
屋内グランド
暑寒別岳スキー場　※４
ごみの収集
し尿くみ取り　※５
ましけ葬苑
ら・さんて　※６

文化センター（貸館業務）

※１　死亡や出生、婚姻届などは、役場で日直者が受け付けます（８時４５分～１７時１５分）。
※２　証明書自動交付機の使用は、１２月２９日（木）・３０日（金）は１７時００分までです。
※３　急病により休診日に診療を希望される方は、事前に市街診療所（☎５３ー１８１１）へ連絡していただき、
　　　症状などをお知らせ願います。
※４　暑寒別岳スキー場の営業は、１２月３１日（土）は１５時００分に営業終了。
※５　年内のくみ取りの申込は、１２月２６日（月）までに（株）増毛清掃（☎５３ー２５７４）へ連絡してください。
　　　（株）増毛清掃の１２月２４日（土）・３０日（金）の営業は１２時００分までとなります。
　　　新年のくみ取りの申込は、１月６日（金）から受付を開始します。
　　　なお、１月、２月中の土曜日・日曜日・祝日は休みになります。
※６　ら・さんての１２月３０日（金）のご利用については、１７時００分に閉館となります。

　年末年始のごみの収集日程については下記のとおりとなりますのでご注意ください。年末年始の
時期には、ごみ排出量の増加などのため、すべてのものがステーションに入りきらない可能性があ
ります。資源物を外に置くなどの工夫をお願いします。また、普段よりごみの収集時間が遅くなる
場合がありますので、ご了承願います。

※１２／３１（土）から１／３（火）までは、各ごみ処理場への直接搬入も休みとなります。

年末年始のごみ出しにご注意！

日
１２／２５

１／１ ２

２６

生・粗大

収集なし 収集なし

３ ４ ５ ６ ７

２７

可燃・資源１

２８

ペット・プラ

ペット・プラ

２９ ３０

生

生

３１

不燃・かん・びん

不燃・かん・びん

月 火 水 木 金 土

～年末年始の時期にごみを集中して出さないようにご協力をお願いします～

◇年末年始ごみ収集スケジュール◇

【お問合せ】役場町民課・町民環境係（☎５３ー１１１２）

（木）（金）

3,783
1,734
2,049
2,066

－６
±０

－６
－３

１１

１１月１日～１１月３０日届出分

香
典
の
一
部
か
ら

役
場
町
民
課
・町
民
環
境
係
（
電
話 

５
３
ー
１
１
１
２
）

◆
増
毛
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
現
金
）

◆
各
自
治
会
等
へ
（
現
金
）

【
１
月
号
へ
の
掲
載
希
望

　１２
月
１３
日（
火
）ま
で
】

役場上下水道課（☎５３－１１５２）

役場税務課・税務係（☎５３－１１１４）

上下水道料金
１２月２６日（月）

１２月３０日（金）
国民健康保険税（第６期）

町税等の納期について
松
倉

　美
紀
子
さ
ん
（
弁
天
町
）
２０ 

ー
１
区
自
治
会
へ

掲
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　一年の終わりを迎えるに当たり、何かと忙しくなることで火災に対する警戒心が緩みがちになります。各家庭及び事業
所等では、火気の使用に十分注意し、以下の項目を守り、火災のない安全・安心な一年を迎えられるようにしましょう。
〈一般家庭での注意点〉
●ガスコンロ等の調理器具、暖房器具を安全に使用し、取扱
　いを確認しましょう。
●就寝時または外出時は必ず火の元を確認しましょう。
●放火を防止するために、燃えやすい物はしっかりと管理し、
　物置は必ず施錠しましょう。
●住宅用火災警報器の維持管理を行いましょう。

〈飲食店等の多数出入りする施設での注意点〉
●防火管理を行い、夜間の巡視を実施しましょう。
●消防用設備等の点検・整備をしましょう。
●消火作業及び避難時に障害となる物件の除去をしましょう。
〈休日中の事務所等での注意点〉
●火気管理及び通報体制の整備、部外者の侵入防止等、警備
　体制の確認をしましょう。

【お問合せ先】増毛町消防本部予防課（☎５３ー２１７５）

歳 末 火 災 予 防 運 動 期間：令和４年１２月２５日～３１日
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年末年始休業のお知らせ

留萌振興局などの道の機関
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　一年の終わりを迎えるに当たり、何かと忙しくなることで火災に対する警戒心が緩みがちになります。各家庭及び事業
所等では、火気の使用に十分注意し、以下の項目を守り、火災のない安全・安心な一年を迎えられるようにしましょう。
〈一般家庭での注意点〉
●ガスコンロ等の調理器具、暖房器具を安全に使用し、取扱
　いを確認しましょう。
●就寝時または外出時は必ず火の元を確認しましょう。
●放火を防止するために、燃えやすい物はしっかりと管理し、
　物置は必ず施錠しましょう。
●住宅用火災警報器の維持管理を行いましょう。

〈飲食店等の多数出入りする施設での注意点〉
●防火管理を行い、夜間の巡視を実施しましょう。
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家庭ごみの収集日について
マ
ー
ク
の
見
方

生ごみ 可燃系埋立ごみ 不燃系埋立ごみ プラ製容器 ペットボトル
金属類、危険ごみ 粗大ごみかん、びん 木くず

紙製容器、雑がみ、白色トレイ、発泡スチロール 新聞・チラシ類、雑誌、ダンボール、紙パック

生

木 金属・危険

可 燃 不 燃

粗 大

プ ラ ペット

か・び

資源1 資源2

粗大ごみの収集について（毎月第４月曜日） ■ 留萌南部衛生組合（電話43-2555・43-2588）問
①１回の収集につき５点までしか出すことができません。 粗大ごみ収集の申込は9：00～17：00（受付最終日は15：00）ま
　でに、 留萌南部衛生組合 （電話43-2555・43-2588）に電話申込してください。 その際にステーション番号を忘れずに
　伝えてください。
※ 「ごみ分別ハンドブック」 では、申込は2日前の15：00までとなっていますが、 増毛町の場合は、３日前（休日の場合、
　その前日） の15：00までとなります。
②ごみ袋販売店にて粗大ごみ処理券を購入し、 当該粗大ごみに貼り付け、 収集日の9：00までにごみステーション横又は
　自宅前に出してください。
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22

23

24

25
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●ヒブ・小児肺炎球菌予防接種
　　15：30～16：00　市街診療所

●乳幼児相談　9：30～11：30　健康一番館
●ベビーマッサージ教室　10：00～11：00
　　健康一番館

●関節健康トレーニング　10：30～11：30
　　健康一番館
●ストレッチヨガ　18：30～19：40
　　文化センター

●関節健康トレーニング　10：30～11：30
　　健康一番館
●ストレッチヨガ　18：30～19：40
　　文化センター

●ましけキッズ体験隊２０２２閉校式
　　文化センター

●ふまねっと教室　13：30～14：30
　　文化センター

●四種混合・Ｂ型肝炎・ロタ予防接種
　　15：30～16：00　市街診療所
●マイナンバーカード夜間窓口開設
　　17：15～19：00　役場町民課戸籍係窓口

●ザ・サーキットforビギナーズ
　　18：30～　文化センター

●ザ・サーキットforビギナーズ
　　18：30～　文化センター

●広報ましけ１２月号発行

●関節健康トレーニング　10：30～11：30
　　健康一番館
●ストレッチヨガ　18：30～19：40
　　文化センター

●広報ましけ１月号発行
●町民健康相談　9：00～11：30　健康一番館

●暑寒別岳スキー場オープン予定　10：00～

●脳生き生き音楽教室
　　10：30～11：30　健康一番館
●BCG・麻疹風疹・水痘予防接種
　　15：30～16：00　市街診療所
●マイナンバーカード夜間窓口開設
　　17：15～19：00　文化センター

●ザ・サーキットforビギナーズ
　　18：30～　文化センター

☆粗大ごみ申込受付最終日


